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未来を切り拓く未来を切り拓くDreamDream授業の開催授業の開催
～子供たちの能力を更に伸ばすためのきっかけづくり～～子供たちの能力を更に伸ばすためのきっかけづくり～

文化・観光部文化・観光部 総合教育局総合教育局

令和元年令和元年99月月44日日 定例幹部職員会議定例幹部職員会議
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○各界を代表する講師陣による講義

○外国人留学生・ＡＬＴ等との交流 ○教室外での実学体験（表現･農業実習）

○同世代の仲間とのディスカッション・発表

内 容

分野を問わず将来日本や世界で活躍したいと考えている

県内の中学１・２年生 30名（応募総数107名の中から抽選）

受講者数

静岡県庁、静岡県総合教育センターほか会 場

８月６日(火)から８月９日(金)まで（３泊４日）日 程

Dream授業の概要

子供の未来を切り
拓く学者知事

川勝 平太

静岡県知事

農業を変える
起業家

加藤 百合子
株式会社エムスクエア・
ラボ代表取締役

多文化共生の
在り方を研究

池上 重弘
静岡文化芸術大学副学長

静岡から世界へ
新しい舞台芸術

静岡県舞台芸術センター
ＳＰＡＣ
県立劇団(演劇・舞台芸術)

遺伝子研究から
人類進化を解析

斎藤 成也

国立遺伝学研究所教授

才徳兼備の
リーダー育成

矢野 弘典
(一社)ふじのくにづくり
支援センター理事長

ドラマや映画、舞台で
活躍する実力派女優

若村 麻由美
俳優・ふじのくに観光大使

ラグビーワールドカップ
３大会連続出場

小野澤 宏時

ラグビー元日本代表
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各界を代表する講師陣による講義

○受講者の感想

・ 将来の夢を決めていたが、他にも私が力になれる仕事があると感じた。

・ 勉強でもスポーツでも、毎日ひたむきに努力を重ねることで実力がつくことが分かった。
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外国人との交流・教室外での実学体験

○受講者の感想

・ 子供のみで農園を経営している姿を見て、自分も何かを企画して実行したいと思った。

・ 自分を表現することの大切さや積極的に何かに関わることの大切さに気づいた。

SPAC舞台俳優による表現指導
子供が起業する
農園でのハーブ収穫

外国人留学生・国際交流員・ALTとの交流
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同世代の仲間とのディスカッション・発表

○受講者の感想

・ グループディスカッションでは、学校では味わえないような質の高い議論ができた。

・ 自分の意見を言うことはもちろん、人の意見を聞き、尊重する姿勢の大切さを感じた。

テーマ ： 理想のまちをつくろう

・ 車を持たない若者や高齢者の交通の便向上のために、巡回バスや年間パスポートを作る

・ 大型ショッピングモールの1フロアを全て人工芝にし、天候に関係なく遊べる場所を作る

など、大人では発想できない様々なまちの提案があった。
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授業の振り返り

○受講者の感想

・ 自分に自信を持てるようになり、積極性は大事だと

いうことを改めて感じることができた。

・ この授業で学んだことを学校の友達に伝えて、より

良い未来をつくりたい。

・ 様々な視点から自分の夢を見ることができ、「今何が

足りないのか」「何をすべきなのか」を見つけられた。

○池上副学長の講評

・ 昨年の発表に比べ、日程が増えたことで緻密さが増し、より深い内容になった。
・ 現状の課題の解決だけではなく、将来まで見据えた理想のまちが考えられていた。
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一年後アンケートの実施
＜平成30年度にＤｒｅａｍ授業へ参加した受講生を対象に実施（Ｒ１．８月実施）＞

○相手の意見の受け止め方が前向きになり、自分から相手を理解しようと意識

Dream授業が活かされていること （回答の一例）

○学校でまとめ役の人をサポート ○決して諦めないで最後まで一生懸命がんばる

○誰に対しても自分の思いを伝えようとする姿勢 ○迷ったら、とにかくチャレンジ

現在新たにチャレンジしていること （回答の一例）

○生徒会長になり、生徒のみで行う「地域をよくする
会」の企画・運営

○今年度のこども県議会に参加

○オーディションに見事合格し、ミュージカル公演に
出演

○ 「税の作文」コンクールで東海税務連絡協議会

会長賞を受賞し、一日税務署長を経験

【静岡新聞】
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企
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将 来 構 想

Dream授業OB・OG組織
≪Dream チーム≫

未来を切り拓くDream授業
世
界
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国内、世界で活躍

〜Dream授業OB・OGによる次世代⼈材育成〜


